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平井啓久, 早野あづさ（非常勤研究員）  
平井百合子，Hery Wijayanto （ガジャマダ大
学講師），DyahPerwitasari-Farajallah （ボゴー
ル農科大学講師）, Yong Hoi Sen （マラヤ大学
名誉教授），桐原陽子（いしかわ動物園） 
スマトラとマレー半島のテナガザル類の系統地理
学を解析する目的で，昨年に引き続きスマトラ由来のシ
ロテテナガザル，フクロテナガザル，アジルテナガザル
の血液試料を収集し染色体と DNA精製をおこなった．
国内で見つかったテナガザルの属間雑種
（Hylobates/Nomascus）個体の染色体解析から両親の種
を推定した． 
 
A-3）ヨザルの染色体変異の解析 
平井百合子, 釜中慶朗, 兼子明久，森本真弓
（人類進化モデル研究センター）, 平井啓久 
染色体数の異なる異種間雑種個体に生じた染色体
変異の形成機序を，染色体顕微切断技術を用いて行った．
相互転座，トリソミー等のメカニズムが明らかになりつ
つある． 
 
A-4）チャイロキツネザル種間雑種集団の生態学的およ
び遺伝学的研究 
田中美希子, 田中洋之（集団遺伝分野）, 平井
